
「運輸防災マネジメント ２０２５年度基本方針」

京王自動車グループ
京王自動車株式会社
京王自動車バスサービス株式会社

１．運輸防災マネジメントに関する基本的な方針

京王自動車グループ「防災の基本方針」

１．災害等については、事業上の重要なリスクと捉え、平時から被害を軽減する
「防災」と、発災後、安全を確保しつつ早期に復旧して事業を再開し、地域住
民の生活と経済を支える「事業継続」との観点から取り組むものとする。

２．災害等については、「平時の準備」「台風・豪雨・降雪等の直前の準備」「直
後の初動対応」の三段階において必要となる対応を定め、当社グループ全
体で共有する。

３．防災は「事前に備え行動すること」と「迅速な初動」が重要であることから、
平時より、実践的な「備え」と発災直後の「初動」によって、お客様や役職員
等の安全確保と被害軽減を図り、その後の事業の早期復旧および事業継
続につなげる。

４．事業継続は、経営資源の配分、優先事業の絞り込み等の重要な経営判断
を伴う取り組みであることから、経営トップが率先して行う。

５．災害等への対応力向上のため、計画の策定、実行、チェック、改善のサイ
クルを確実に運用し、必要な改善に努めることでスパイラルアップを図ると
ともに、災害等への対応に関する情報は、積極的に公表する。



２．自然災害対応のため講じた措置及び講じようとする措置

◆自然災害への対応に関する重点施策

１．発災時において、お客様や役職員等の安全確保と被害軽減を図り、できる限り

早期に事業復旧・再開させるため、役職員の防災意識の浸透および高揚を図る。

２．事前の備えについては、「防災委員会」において、現業の状況を十分把握したう

えで防災体制の強化に取り組む。

３．防災委員会では、「平時の準備」「台風・豪雨・降雪等の直前の準備」「直後の初

動対応」「復旧・事業継続」ごとにタイムラインを設定し、それぞれのリスク評価を

実施する。また、防災体制の強化に資する予算の確保、体制強化等に必要な措

置を講じるほか、教育訓練を計画的に推進しつつ、定期的に施設・車両・機材・

システム等を点検・整備し、それらの備蓄を行う。

４．情報の報告・連絡体制を確立し、発災時は、社内・お客様・取引先等との間で必

要な情報を伝達し共有することで、災害等への対応に関するコミュニケーション

を活性化させる。

５．教育訓練に関する具体的な計画を策定し、実施する。過去の災害等の事例に

ついて情報収集を行い、活用する。

◆自然災害への対応に関する重点施策と実施計画

別記「防災に関する重点施策・実施計画」（PDF）



京王自動車グループ

責任部署 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

危機管理本部、防災会議の見直し等を盛り込んだ規程改訂を
行う。

安全運行部

防災委員会が、災害に応じて、タイムラインおよび本社代替場
所を改めて定義する。

防災委員会

防災委員会は、協議内容を定期的に常勤役員、部長へ報告す
る。

防災委員会
防災会議

大地震 既存の大地震のBCPを時点修正する。 防災委員会

風水害 風水害のBCPを作成する。 防災委員会

災害に応じたタイムライン、本社代替場所、大地震および風水
害のBCPを提示し、発災に備えた規定を備え付ける。

防災委員会

構成を常勤役員、部長等に変更するほか、発災時あるいは発
災の恐れのある時に立ち上げる。

安全統括管
理者の上申・
社長の判断
で招集

構成を危機管理本部と同様に変更するほか、防災委員会での
進捗を確認、指示および決裁を行う。

社長の判断
で開催

規程改訂、災害に応じたタイムラインおよび本社代替場所の
定義、BCPの作成、各部各現業へ提示する。

安全運行部

事務職・整備職の安否確認訓練費用の出捐 総務部

安全講習会費用・手当の出捐 総務部

発災時あるいは発災の恐れのある時に、システムに備わって
いる、位置情報取得機能やハザードマップ機能の活用を行
う。追加は60台を計画。

安全運行部

諸施設・設備の状況を確認し優先順位を付して補修や改修を
進め、次年度以降へ向け予算案を策定する

経営企画部

本社代替場所での本社機能維持のための資機材の整備およ
び次年度以降へ向け予算案を策定する

防災委員会
が主導し全
部署

諸施設の備蓄品の状況を確認し必要に応じて補充を進め、次
年度以降の補充へ向け予算案を策定する

総務部

連絡体制の点検
緊急連絡用スマホを使用し、事故発生時や発災時を想定した
連絡訓練、情報の共有を実施する。

安全運行部

乗務員
教育

夏季の風水害や冬季の雪害等への対応をテーマに計画し、実
施する

営業部

乗務員・営業所事
務所

安全講習会、テロ対策訓練等へ参加する 営業部

事務職・整備職 安否確認訓練を実施する 総務部

防災委員会 国土交通省主催の運輸防災マネジメントセミナーを受講する 防災委員会

運輸安全マネジメントと同様に実施する 監査部

運輸安全マネジメントと同様に実施する 安全運行部

内部監査の実
施と必要な是正
措置

内部監査

マネジメントレビュー

点検整備
および
備蓄

諸施設・設備の点検・整備

本社代替場所にて本社機能を維持するため
の資機材の整備

備蓄品の確認と補充

緊急用スマフォを活用した通報訓練

防災に関する教
育・
訓練の実施

現任運転者教育

外部研修

安否確認訓練の実施

運輸防災マネジメントセミナー

防災体制の強
化

組織体制

危機管理本部

防災会議

防災委員会

防災体制強化
に関する費用支
出・投資と施設
等の点検・整備
および備蓄

費用支出と投資

安否確認費用

教育・訓練費用

安全運転支援システム搭載車両の追加導入

２０２5年度　防災に関する重点施策・実施計画

重点施策 実施計画
実施時期

防災意識の浸
透および高揚を
図る

規定等

自然災害対応規程

大規模災害BCP

本社各部、各現業への災害対応の具体策の提
示
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